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【学力向上フロンティアスクール中間報告】 

都道府県名 香川県 

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名 三木町立三木中学校 

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数 

学級数 ８ ８ ８ ２ ２６ 

生徒数 ２８８ ２８３ ３１１ １０ ８９２ 
５０ 

Ⅱ 研究の概要 

  １．研究主題 

生きる力をはぐくむ教育課程の創造 

  ２．研究内容と方法 

（１）実施学年・教科 

１，２，３学年必修教科，選択教科，総合的な学習の時間（以下「総合学習」と呼ぶ） 

少人数授業と選択教科の研究成果や生徒に対する実態調査の結果を踏まえながら，実施学年・教科

の枠を広げて，研究に取り組む。 

（２） 年次ごとの計画 

平 

成 

14 

年 

度 

○ テーマ 

    基礎・基本を重視した教科・選択教科と主体性を促す評価方法をとおして 

○ 研究の見通し（仮説） 

  ・ 基本３教科（数学，理科，英語）において少人数授業を，選択教科において習熟度別授業

や興味・関心に沿った題材別指導を行うことによって，個に応じた指導がきめ細かく行え，

基礎学力の向上に役立つのではないか。 

・ 評価の方法や評価を生かした指導を工夫することにより，生徒は評価の過程で習熟度の確

認や学習の振り返りを行い，学力の向上や定着を図っていけるのではないか。 

○ 研究の内容・方法 

    基礎学力の向上を図るために，次の２点について工夫する。 

① 基礎学力を育てる授業を，多様な指導体制や指導方法を用いて行うこと 

② 基礎学力を育てる評価のあり方を検討する。  

 

平 

成 

15 

年 

度 

○テーマ 

  確かな学力を育てる総合学習のあり方 

○ 研究の見通し（仮説） 

  「学びの評価（生徒のＰＤＳ）」を生かし，各教科との関連を明確にした，総合学習の創

造によって，学力の向上が図れないか。 
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平 

成 

15 

年 

度 

○ 研究の内容・方法 

① 「学びの評価」を生かし，各教科との関連を明確にした，総合学習の創造 

ア 生徒の自己評価力の育成と「学びの評価」を生かした指導 

イ 各教科との関連を明確にした年間計画とその実践 

② 教科･選択教科における少人数授業や習熟度別授業の充実 

③ 教科における評価を生かした指導 

ア 授業アンケート・学習アンケートの実施と分析 

イ 授業改善のための指導計画 

  

平 

成 

16 

年 

度 

○ テーマ 

  思考力・表現力を高めることを重視した授業改善をとおして 

○ 研究の見通し（仮説） 

  授業アンケート（生徒による授業評価）・学習アンケート（生徒の自己評価）から本校の

学力の課題として見えてきた「思考力・表現力を高めること」に的を絞って全校で取り組ん

でいけば，学力の向上につながるのではないか。 

○ 研究の内容・方法 

① 授業改善アンケート・学習アンケートの評価を生かし，ポイントを高める指導の推進 

② 教科・選択教科における少人数授業や習熟度別授業の充実 

③ 総合学習における生徒の自己評価力の育成と「学びの評価」を生かした指導の充実 

（３）研究推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 現職教育小委員会･･各委員会，各部会で提案する重要議題について事前に検討する。 

教科部会

評価部会 題材部会習熟度部会少人数部会

教科主任会総合学習部会 

学校長

現職教育小委員会

現職教育委員会

研究部会 研修部会
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◎ 現職教育委員会････校内の研究部会・研修部会のすべての議題を集約する。 

◎ 教科主任会････････各教科の情報交換と，教科間で統一する議題について検討する。 

◎ 教科部会･･････････教科主任からの伝達を受けて教科研究を推進する。 

〇 少人数部会…必修教科における少人数授業の授業形態と指導方法の研究 

評価を生かした指導の方法の研究 

〇 習熟度部会…選択教科における習熟度別指導の授業形態と指導方法の研究 

          評価を生かした指導の方法の研究 

〇 題材部会……選択教科における題材別指導の授業形態と指導方法の研究    

          評価を生かした指導の方法の研究 

〇 評価部会……評価に関する研究の推進 

◎ 総合学習部会･･････確かな学力を育てる総合学習の検討と実践 

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 

１．研究の成果 

(１)「学びの評価」を生かし，各教科との関連を明確にした，総合学習の創造 

 ① 生徒の自己評価力の育成と「学びの評価」を生かした指導 

ア 総合学習で育てたい学力とその評価規準の作成 

「学びの評価」は，課題の立て方，学び方，ものの考え方，課題を解決するための手順など，

体験学習に向かうプロセス，まとめ及び発表のなかで適切に行い，「学び」と「評価」を一体

化させることが大切である。そこで，本校の総合学習の目標である問題解決的な学力を下の表

の８点からおさえ，「育てたい学力」をつけていくためには，どのような指導･支援をしていけ

ばよいかという研究を行い，今までの本校の体験を重視した総合学習を問題解決的な総合学習

のなかへ位置づけることができた。 
育てたい学力（目標） 評価規準 

① 学習活動への関心･意欲･態度 自分自身や周りの人々や自然，社会について関心を持ち，進んでそれらに関わり，
よりよく問題を解決したり生活したりしようとする。 

② 課題を設定する力 抱いた疑問や問題から探究活動の課題や学習テーマを導いたり，自分につけたい力
を設けたりする。 

③ 課題追究の計画を立案する力 自分の設定した課題について，計画を立て，その達成を目指して見通しを持ち，工
夫する。 

④ 課題追究を実行する力 教科等で身につけた学び方･知識・技能を駆使しながら，自分の課題の解決に向かっ
て意欲的に探究し続ける。 

⑤ 結果をまとめ発表する力 教科等で身につけたさまざまなまとめ方を駆使して，自分の思いや考えを発表し，
効果的に伝える。 

⑥ 周りの人と関わる力 ともに活動や探究をする友達や活動先の人たちを思いやったり，ともに協力し合っ
たりしながらそのよさを理解し，積極的に関わりあい，お互いを高めあおうとする。

⑦ 自己評価を行う力 学習の計画，活動，成果を振り返ったり，自分のものの見方･考え方を見つめ直した
りして，よりよい学習のあり方やよりよい自分を求めようとする。 

⑧ 自己の生き方を考える力 学んだことと自分の考え方や生活を比べて，あるべき自分やあるべき生活について
考える。

イ 自己評価の力を伸ばす工夫 

・ 総合学習前期 

（全学年，４月～９月まで，週１時間ずつ，９月第２週に総合学習週間でまとめどり） 
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１年 コミュニケーション学習（ことバトル） 

２年 人権フィールド学習 

３年 職場体験学習 

生徒一人一人に，その体験に必要な力はどんな力（学習活動に応じた具体化した評価規準）

なのか考えさせ，今の自分と体験後の自分が自己評価できるようにさせた。生徒にアドバイス

を与えながらチェックリストをつくらせた。それを活用し，自己理解，自己発見，自己実現へ

の努力といった，自己評価を行う力，そして自己の生き方を考える力の育成を図った。その際，

教師が生徒にアドバイスを与え，生徒の考える目標が本校の総合学習で身につけたい学力にな

るように指導した。その結果，生徒自身が自分の成長を確認することができた。 

・ 総合学習後期（全学年，10月～３月まで，週１時間ずつ） 

学びの時間 

自分のことを知り，学習課題を決め，計画を立て，計画を実行し，成果を確認･発表し学び

方を学ぶ時間とした。本校の育てたい学力のうち①学習活動への関心･意欲･態度，②課題を設

定する力，③課題追究の計画を立案する力，④課題追究を実行する力，に重点を置いたが，生

徒の自己評価で学習への意欲が高まったと答える生徒が多く，とても好評であった。 

② 各教科との関連を明確にした総合学習年間計画とその実践 

 テーマに基づいて，学習を進めていくなかで，教科のスキルや知識を総合学習の時間で生かし

たり，総合学習の時間の成果を教科学習に役立てたりする方策として，各教科の指導目標や内容

にあるものをテーマに設定した。また，調査活動，まとめと発表の段階では，さまざまな力が相

互に関連しあって，より強固な力（確かな学力）になるように，教科で身につけた，要点をつか

む力，資料を読み取る力，文章を書く力を意図的に使わせ，生きて働く力になるように工夫した。 

(２) 教科･選択教科における少人数授業や習熟度別授業の充実 

① 理科･英語･数学の必修教科において，さまざまな形態の少人数授業を行い，丁寧な個別指導

を行うことができた。 

② ５教科の選択教科は，すべて習熟度別編成（補充コース，深化コース，発展コース）による

少人数授業を行い，個に応じた効率的で，かつ意欲化を図れる指導を行うことができ，生徒

に「授業が分かる」と好評であった。 

③ ４教科の選択教科は，題材別指導を固定型編成で行い，生徒の興味･関心に対処し，個性を

伸ばす指導を行うことができ，生徒に「やりがいがある」と好評であった。 

(３) 学習状況調査の結果から 

   ２，３年生とも昨年度より数学･理科･英語すべてにおいて得点が向上した。 

(４) 生徒による授業評価をもとにした授業改善 

① 授業アンケート（生徒による授業評価）・学習アンケート（生徒の自己評価）の実施と分析 

生徒に，より「確かな学力」をつけるため，学習指導の研究をいっそう深めていくことに取
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り組んだ。学習指導の原点は，生徒にとって各教科で「わかる授業」が展開されることである。

そこで，２学期の終わりの授業で全教科，生徒による授業評価のための「授業アンケート」を全

ての学年，学級で実施し，生徒の全教科の学習への取り組みについても「学習アンケート」を行

った。授業アンケートは，10項目程度とし，そのうち６項目は共通項目とし，教科独自の項目を

３～４項目とした。学習アンケートは８項目とした。全学年をまとめた結果は次のグラフである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業評価のアンケートを分析した結果，どの教科とも，「自分の考えをまとめ，発表する機会が

ある」とか，「自分なりの考えを深める時間がある」という項目に対して，あてはまるという割合

が低い傾向がある。また，表現する活動についての項目も低い傾向がある。生徒の学習アンケート

の結果からも「進んで発表している」という項目が低いということが顕著であった。 

② 授業改善のための指導計画の作成 

ア 指導内容 

本校の授業の課題として「授業アンケート」や「学習アンケート」から見えてきたことは，

教師とのコミュニケーションの場を大切にして，生徒の学習意欲を喚起し，「思考力・表現

力を高めること」に的を絞って全校で取り組んでいけば，学力の向上につながるのではない

か，ということである。各教科ともこの項目のポイントを上げるために3学期の指導計画を

立て取り組んでいる。特に，授業展開のなかでの教師と生徒，生徒同士のコミュニケーショ

ンの場の設定の確保のための具体的な手立てが重要であり，教材の精選や開発について検討

していくことにした。 

○ 授業アンケート（授業評価）結果

○ 学習アンケート（学習の自己評価）結果

25 7 661

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業の進み方はちょうどよい。

ちょうどよい すこしはやい はやい おそい
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43

36
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15

21

28

36

4

6

4

5

6

8

15

30授業の最初に，目標（その時間でやること）が示されている。

黒板に授業内容がわかりやすく書かれている。

大切なことがはっきりしている。

説明がわかりやすい。

授業で，「わかった」「できた」と思うことがよくある。

自分の考えをまとめ，発表する機会がある。

コミュニケーション活動の中で自分の考えを英語で表現する機会がある。

とても まあまあ あまり まったく

42

36
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17

29

44

35

47

49

26

18

33

34

41

9
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38

35

26

13

2
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33

14

11
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

準備物や提出物をきちんと持ってきている。

先生や友達の発表をよく聞いている。

質問されたことや授業中の課題を真剣に考えている。

先生が黒板に書いたことや大事だと思ったことは，きちんとノートしている。

進んで発表している。

家庭で予習・復習をきちんとして，授業にのぞんでいる。

テストのあとで見なおしをしている。

積極的に活動や作業をしている。

とても まあまあ あまり まったく

国社数理 

英語 

全教科 

全教科 
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イ 指導方法・指導技術の見直し 

    「授業の最初に目標が示されている」「授業の進み方はちょうどよい」「黒板に授業内容

が分かりやすく書かれている」など，授業の指導の基本に関わる部分への教師の意識の高ま

りも見られた。板書の改善，発問の仕方，机間指導の方法などにも徹底した取り組みの必要

性が議論されるようになった。授業においては，必ず明確な課題を掲げることも確認した。 

２．今後の課題 

(１)  授業改善アンケート・学習アンケートの評価を生かし，ポイントを高める指導の推進 

３学期の実践についても3月に授業アンケート・学習アンケートを実施し，授業改善の成果を評

価することにしている。各教科でのアンケートの詳しい分析，長期的な指導体制･指導計画につ

いては，現在，研究中であり，平成16年度はこのアンケート結果をもとに各教科とも授業改善に

取り組んでいく予定である。生徒の「学ぶということ」に対する意識をさらに高める必要性もあ

る。授業において，真の意味での学びに対する興味・関心･意欲を高めていき，思考や創造性

を広げ，「確かな学力」を育てていきたい。 

(２) 教科・選択教科における少人数授業や習熟度別授業のよりいっそうの充実 

(３) 総合学習における生徒の自己評価力の育成と「学びの評価」を生かした指導の充実 

Ⅳ 学力把握のための学校としての取り組みについて 

(１) 香川県教育委員会実施による学習状況調査 

(２) 「学習の診断」 

(３) 三木中国語検定（選択教科）など，各教科における習熟度をはかるテスト 

(４) 平成16年５月学力調査実施予定 

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 

(１) 本校のホームページに研究のあらましを掲載（http://www.kgw-miki-j.ed.jp） 

(２) 本校の「研究抄録」（平成15年度版）３月初旬作成予定 

(３) 平成16年10月頃 研究実践発表会開催予定 

 

 ◇ 次の項目ごとに，該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 

【新規校・継続校】          □１５年度からの新規校    ■１４年度からの継続校 

【学校規模】                □３学級以下         □４～６学級 

                              □７～９学級              □１０～１２学級 

                           □１３～１５学級        ■１６学級以上 

【指導体制】                  ■少人数指導      ■Ｔ．Ｔによる指導   □その他 

【研究教科】                ■国語     ■社会     ■数学     ■理科 

                            ■外国語    ■音楽     ■美術          ■技術・家庭 

                             ■保健体育      ■その他 

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】     ■有              無 
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